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は じ め に- 問題の整理




























ウォーラーステインは,『近代世界 システム 1730- 1840S- 大西洋革命の時代- 』
1) 代表的な例として,Legge[1980]が挙げられる｡また1990年代の概説書では当該期社会に言及















































































であるが,その多くは中国市場向けであり,商人 ･輸送業者 ･資金提供者は中国人 ･イギリス
人カントリートレーダー･アメリカ人などであった｡またビルマで銀や綿,ベトナムでも銀 ･
銅が中国人商人の関心を呼んだという [鈴木 1976;Andaya1993;Kathirithamby-Welsand
Viliers1990;Reid1997;桜井 ･右葎 ･桐山 1993;和田 1961;藤原 1986]｡
この東 ･東南アジアにおける換金作物 ･鉱産物の生産 ･輸出ブームと,これに伴なう中国








































作が卓越していることにあると言う｡ さらに,高谷は明言 していないが,この西区は東 ･南シ
ナ海交易圏とインド洋交易圏が交わる一帯でもあり,紀元 2-3世紀から現代に至るまで東西



























































































プレアンゲル理事州チアンジュール レー-ント統治地域に属 したグデ山南麓には, 1820年代
後半にグヌンバラン (GoenoengParang),チマヒ (Tjimahie),チフラン (Tjiheulang),チ
チュルク (Tjitjoeroeg)の4郡が存在した (地図 1)｡チアンジュール-レへント統治地域 25
那,および東隣のバンドン(Bandoeng)-レ-ント統治地域 18郡の中におけるこれら4郡の特




ンジュール レー-ント統治地域中最大であり,労役可能男子 1人当たりのコーヒー引き渡 し予
定量も2.25ピコルと両 レへント統治地域中第 3位であった｡しかしそれにも関わらず米穀貢納
負担者中の水田耕作者の比率は66% とチアンジュールのコーヒー生産拠点郡 11郡中, 2番目
に低かった｡
これに対 してチマヒ郡は, コーヒー引き渡 し予定量 2,000ピコル,労役可能男子 1人当たり





表 1 グデ山南麓 4郡
郡 名 コ 生 1 那の 人口 人口 労 /コ _=Ⅰ:二_負 水 /蛋 二コ:二.良 /労 /責 /労
ー 産 8 役 芳 一 納 田 貢納 鍋 責役 人納 労役
ヒ 3 口 ヒ 負 ロ 口 ′ ロ
t 6 面積 杏皮 ロ l ′ヽ ヽ ロ
引 年 男 能引 著 者 享誓聖人) 担 担男 享聖人＼J 能男漢 の 千 軍学芸人＼_一. 米 / 者 -_唐 子(人＼_.′ 女子予雪墓ノレヽ･./ コ冒＼._.･′ kTa＼_∫ ′~＼人＼_ノ /ー＼人kra＼_一. (人) …警 二コ:=一良納負鍋 (人) 子(%＼_∫
グヌンバラン9,00010,525 16114,358 89 3,991 2.25 9,196 66 5.2 1,752 2.2 0.64 86
チマヒ 2,000 2,739202 8,091 40 1,872 1.06 3,851 80 6.0 642 3.0 0.47 83
チフラン 1,800 1,346209 3,213 15 957 1.88 2,880 64 6.4 447 2.1 0.89 96
出所 :[大橋 1996:8]
田耕作者の比率はそれぞれ80,64% で,上述 11郡中8位 と11位 となり,グデ山南麓では水田
耕作の普及率 とコーヒー栽培の負担 とが必ず しも相関 していないことがわかる｡
さらにチチュルク郡は, コーヒー引き渡 し予定量 700ピコル,労役可能男子 1人当たりの引
き渡 し量 0.29ピコルと低 く,また米穀貢納負担者中の水田耕作者の比率が 69%である一方で,
バイテンゾルフ (Buitenzorg)理事州と隣接する交通の要衝にあり,労役可能女子に比べて労
役可能男子の人口が多いなどの特徴を有 していた [大橋 1996:8,14]｡
これ ら4郡の 1820年代に至る水田耕作の進展は, プリアンガン地方全体の傾向とはぼ同様
で,18世紀半ば頃に始まり18世紀末頃より本格化する [大橋 1997:19-23]｡ ただ しこの4郡
は,1813年より約 10年間 ｢私領地 (particulierelanderijen)｣となった｡7)そのため開拓の方





る [クロム 1985:265-266]｡そこでグデ山南麓 4郡には,既にこの頃か ら人が往来 し,何 らか
の農耕 もなされていた可能性が大 きい｡ しか しオランダ東インド会社が 17世紀末か ら18世紀
初めにかけてプリアンガン地方全域を領土 とした後,1709年に東インド総督がプリアンガン地
方を旅行 したときの日誌によると, この4郡の一帯は一面の森であり,本稿対象地域の東端に










ント (regent:会社直属の現地人首長)居住集落へ至るルー トは安定 したが [大橋 1994a:75-
87],20世紀初めに測量された5万分の1の地図 (以下,5万図と略す)で,1710年代のVOC
職員の旅行日誌をたどると,18世紀初めのルートは5万図に記された幹線ルート(現在の幹線






























ンジュール レー-ント統治地域に対する商業 ･金融支配が浸透 していったと考えられる｡ 18世
紀末享でにチアンジュールのレへントは,バイテンゾルフのパサールを請け負う中国人と結託
して塩専売と梯子砂糖集荷を独占して利益をあげており,オランダ植民地権力は1790年代末
から19世紀初頭にかけてレ-ントの商業的独占を解除 しようと努力 していた [Jonge1862-
1888:Vol.ll,364-365;大橋 1994a:97-100;Haan1910-12:Vol.4,597-598]｡
以上はチアンジュール-レ-ント統治地域全体の記述であるが,バイテンゾルフの発展は,こ














これを惜 しんで 15年にプレアンゲル理事州の種痘監督官に任命 した (19年まで)｡このラッフ





















































































































































































郡 名 集落 (kampoeng)家族 (huisgezin) 郡 名 集落 (kampoeng)家族 (huisgezin)
グヌンバラン郡 92 539 グヌンバラン郡 174 2,681
チマヒ郡 115 515 チマヒ郡 122 1,856
パガドンガン郡 125 517 チフラン郡 79 840




















































































地図2-1 グヌンバ ラン郡 とチマヒ郡






















































































































































および ｢池集落 (LemboerSitoe)｣(番号 79:79人)の名を持っ集落がある｡後者は丘の南側に
位置していて,少し離れた小川から用水を引く必要のある地形である｡
さらに農業に関わる集落名として ｢天日干し場 (Pamoijanan)｣(番号70:295人),｢コショ
ウ園 (KebonPedas)｣ (番号 73:192人), 宗教施設に関わるものとして ｢イスラム寄宿塾
(Pasantren)｣ (番号 76:100人 :所在不明), ｢チブラホル (Tjiboerahol:中国人の偶像+


















ll) boeraholはこの綴りならば果樹の名である｡ しかしこの名を持っ集落はグヌンバランに1, チマ
ヒに2のみであること,所在地がいずれも道沿いの新開地であること,そしてチマヒの 1集落名
































考えて良いであろう｡ また西ジャワ北海岸の地名である ｢クラワン (Krawang)｣(番号 136,
139:39,72人),｢スパン(Soebang)｣(番号 113:101人),チアンジュール-レへント統治地域南




























と ｢ナンゲレン (Nangeleng:Nangelaengならば ｢山の高み｣の意)｣(番号 151:所在不明)





















(Tegalayaママ)｣(番号 163:53人),｢堀立て小屋 (Balandongan)｣(番号 157:31人)等が見
える｡さらにわずか2集落であるが労役可能女子より労役可能男子が多い集落があることか

































































を見ると,その多くが動植物 ･自然地形の名称である中で ｢城壁で囲まれた集落 (Koeta)｣(香













城壁を持つ集落 (Koetamancuh)｣(番号 67:130人),｢干上がった水 (Tjisaat)｣(番号 66:178










いたので [大橋 1993:34-35],郡長がこの集落に対 し特別な徴税権を持っていた可能性が大で
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(Karadenan)｣(番号 62:14人),｢カマンドラン (Kamandoran:下級首長マンドー ルの居住




























































集落規模を見ると,郡都である ｢委員の居住集落 (Pakoemitan)｣(番号 1:608人)が最も大
きい｡この集落の所在は不明であるが,おそらく集落チチュルク (落ちる水,揺)のやや北の
道路沿いに存在 し, 5万図ではチチュルク市街地に飲み込まれていると考えられる｡ 人口100

















集落名を見ると,水田に関する ｢水田地帯 (Pasawahan)｣(番号 23,26:87,91人)と ｢古い
12) ｢人口統計｣では,Tjibibikと綴られているが, 1)bibikという単語はスンダ語に意味が無く,
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